


平成２７年度病院年報の発刊にあたって 

院長 丸 木   親

 院長職を拝命致しましてから一年が過ぎ、残念ながら人件費の上昇や診療材

料費の高騰で、収支では昨年度を下回ってしまいました。 

一年目はこの病院ができることを見極めようと考え、そのためにはどのよう

な体制を整備するかが課題でした。病院はそれぞれの部門が協力し合って成り

立っているのですから、いくら秀でている部門があったとしても、その実力を

発揮できるかどうかは関連部門の能力が律速段階になってしまいます。いくら

心臓が丈夫でも、筋力がなければランナーは早く走ることができません。一年

が過ぎてようやくこの病院の総合的な体力が徐々にわかってきたように思いま

す。伸ばせる部分を伸ばし、残念ながら努力や改善をしても伸びしろがない部

分に関しては縮小する段階に入った様に感じています。 

医療を行う上で、人件費が多くかかるという点はやむを得ないと思います。

しかし過剰人員、過剰ベッドを維持できるだけの体力はもうこの病院には残っ

ていません。一部の職員はこの病院で働く事は自身で決めたことではなく、大

学や自治体からの派遣といった感覚があることは否定できません。しかし、私

の経験からはこの病院で働く事がそれぞれの今後のキャリアに大きな影響を及

ぼすことを忘れてはいけません。大学関連の他の病院に戻った時や自治体の他

の部署に移った時に、ここでのキャリアは良きにつけ悪しきにつけ評価されま

す。国家の財政が破綻を来しそうなのに平然と今までのやり方を維持すること

はできないように、ここで考え直して、この病院の健全な経営ができるように

各自が工夫しなければ、皆さんのキャリアパスに陰を落とすこととなってしま

う事態も起こりうるということです。 

病院の看護体制が７：１看護から、１０：１に格下げとなれば、労働環境は

さらに悪化して、離職者が増えるといった負のスパイラルに突入してしまいま

す。そのためになんとか病床稼働率をあげ、看護必要度の高い患者も受け入れ、

効率のよい医療を目指さなければなりません。 

埼玉県の地域医療構想も２８年度内には策定されるようです。身の丈に合っ

た病院運営を念頭に、皆が同じ方針のもと、同じ方向を向いて行動してゆくこ

とが求められます。 



病 院 の 理 念

私たちは地域の健康を守るため最良の医療を志向し、愛され信頼される医

療を行なうにあたり、次のことを実践します。 

－ smile , safety , satisfaction － 

 ○私たちは病院の使命を自覚し、患者様のニーズに応える医療を提供します。 

 ○私たちは医療の向上に努め、生命の尊厳を重視し安全な医療を提供します。 

 ○私たちは患者様の視点に立ち、患者様が満足できる医療を提供します。 
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基 本 方 針

１）救急医療を充実させ、地域住民の求める医療に積極的に応えます。 

２）医療連携を積極的に推進し、地域に根ざした医療を展開します。 

３） 安全な医療を旨とし、医療の質・患者サービスの向上を図ります。

４）確かな技術、豊かな感性で高度な医療を展開します。 

５）職員は使命感と誇りを持ち、夢と感動ある医療を実践します。 

６）安定した経営基盤を確立し、限りある医療資源を有効に活用します。 

７）「患者の権利と責務」を遵守し、患者様との信頼関係に結ばれた医療の

提供を目指します。 
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